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本
文

１　

富
沢
実
「
官
憲
に
踏
み
に
じ
ら
れ
た
文
芸
講
演
会
・
伊
勢
崎
署
占
領

　
　

事
件
起
こ
る
・
た
た
か
い
と
っ
た
講
師
ら
の
釈
放
」（『
群
馬
県
社
会

　
　

運
動
物
語
』
所
収
、
１
９
６
８
年
）

⑤
事
件
叙
述
・
研
究
資
料
（
Ｂ
） 
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２　

群
馬
県
労
働
運
動
史
編
さ
ん
委
員
会
「
警
察
を
占
拠
す
る
文
化
サ
ー
ク
ル
」

　
　
（『
群
馬
県
労
働
運
動
史
（
上
）
先
駆
け
の
人
び
と
』、
１
９
７
４
年
）
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３　

稲
沢
潤
子
「
一
斉
検
挙
と
拷
問
」
の
一
部
（『
自
立
す
る
女
性
の
系
譜
・

　
　

お
母
さ
ん
弁
護
士
平
山
知
子
の
周
辺
』、
１
９
７
７
年
）

４　

石
原
征
明
「
伊
勢
崎
事
件
」（『
群
馬
県
百
科
事
典
』
所
収
、
１
９
７
９
年
）

５　

矢
島
孝
「
民
衆
の
勝
利 

伊
勢
崎
警
察
署
占
拠
事
件
」（『
事
件
と
騒
動 

群
馬

　
　

民
衆
闘
争
史
』
所
収
、
１
９
８
０
年
）
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６　

五
十
嵐
富
夫
「
初
期
の
世
相
と
伊
勢
崎
事
件
」（『
図
説　

伊
勢
崎
・

　
　

佐
波
の
歴
史
』
所
収
、
１
９
８
５
年
）

７　
「
昭
和
６
年
群
馬
県
の
主
な
で
き
ご
と
」
の
一
部

　
　
（『
目
で
見
る
群
馬
県
民
の
昭
和
史
』
所
収
、

　
　

１
９
８
７
年
）
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８　

丑
木
幸
男
「
無
産
運
動
の
分
裂
」（『
群
馬
県
の
百
年
』
所
収
、

　
　

１
９
８
９
年
）
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こ
の
資
料
は
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
記
載
は
一
段
落
六
行
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
準
備
を
し
た
「
社
会
民
衆
党
支
部
を
中
心
と
し
た
文
学
団

体
」
と
い
う
記
述
の
実
態
が
、
前
段
の
記
述
や
表
な
ど
か
ら
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
系
統
別
農
民
組
合
一
覧
」
の
「
采
女
支
部
」
の
「
組

合
長
」
は
「
弥
勒
寺
清
」
で
、
菊
池
敏
清
宅
の
茶
話
会
に
出
席
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
無
産
政
党
支
部
一
覧
」
を
見
る
と
、
伊
勢
崎
町
、
茂
呂
村

等
の
地
域
に
は
、
社
会
民
衆
党
の
「
伊
勢
崎
支
部
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
６
年
７
月
の
数
字
で
本
事
件
と
非
常
に
近
い
時
期
で
す
。
所
在
地
は

「
茂
呂
村
」
で
、
主
幹
は
「
小
林
邦
作
」
つ
ま
り
、「
菊
池
邦
作
」
で
す
。

６
０
人
の
党
員
が
い
ま
す
。
本
事
件
の
昭
和
６
年
に
か
け
て
、
月
刊
の

『
上
毛
大
衆
』
を
昭
和
３
年
１
２
月
か
ら
昭
和
５
年
８
月
ま
で
発
行
し
て
い

ま
す
。
発
行
部
数
が
１
０
０
０
部
で
し
た
。
ま
た
『
戦
旗
』
の
定
期
購
読

が
５
０
部
あ
り
、
最
高
時
１
５
０
部
と
い
う
『
随
筆
柿
』
の
記
述
を
重
ね

れ
ば
、
主
催
者
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
も
見
え
て
き
ま
す
。

１
０　

 「
１
９
３
１
年
作
家
小
林
多
喜
二
検
束
」（『
群
馬
の
２
０
世
紀
ー
上
毛
新

　
　
　

聞
で
見
る
百
年
』
所
収
、
２
０
０
０
年
）

こ
の
資
料
は
、
当
時
の
新
聞
そ
の
ま
ま
で
な
く
、
当
時
の
紙
面
を

い
か
し
つ
つ
、
ま
と
め
て
あ
る
も
の
で
す
。
記
事
の
一
部
を
紙
面

の
都
合
上
移
動
し
ま
し
た
。

９　

石
原
征
明
監
修
「
世
相
の
み
え
る
町
並
」（『
写
真
集
・
群
馬
世
相
１
０
０
年
』、

　
　

１
９
９
２
年
）
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１
１　

関
口
正
己
「
戦
禍
の
中
の
暮
ら
し
」（『
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
さ
よ

　
　
　

な
ら
群
馬
の
２
０
世
紀
』
所
収
、
２
０
０
０
年
）

１
２　

石
原
征
明
「
伊
勢
崎
警
察
署
が
占
拠
さ
れ
る
」（『
ぐ
ん
ま
の
昭
和

　
　
　

史
（
上
）  

』
所
収
、
２
０
０
３
年
）
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１
３　
「
伊
勢
崎
警
察
署
」（
亀
田
光
三
・
川
村
勝
保
監
修
『
目
で
見
る　

　
　
　

桐
生
・
伊
勢
崎
・
み
ど
り
の
１
０
０
年
』
所
収
、
２
０
０
６
年
）　

１
４　

石
原
征
明
「
伊
勢
崎
事
件
」（『
群
馬
新
百
科
事
典
』
所
収
、
２
０
０
８
年
）
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⑥
事
件
再
発
掘
叙
述
・
研
究
資
料　

１　

藤
田
廣
登
「
多
喜
二
を
か
え
せ
！
伊
勢
崎
署
包
囲
・
奪
還
事
件
」

　
　
（『
小
林
多
喜
二
と
そ
の
盟
友
た
ち
』
所
収
、
２
０
０
７
年
）



ー 37 ー



ー 38 ー

小
林
多
喜
二
・
略
年
譜
（『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
小
林
多
喜
二
の
東
京
』
か
ら
）
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２　

北
村
隆
志
「
民
衆
が
多
喜
二
奪
還
」（「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
刊
２
０
０
７
年
１
２
月
３
１
日
付
」）
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３　

蛎
崎
澄
子
「
伊
勢
崎
に
お
け
る
多
喜
二
の
足
跡
」（『
多
喜
二
・
百
合
子
研
究
会
会
報
第
１
８
３
号
』
所
収
、
２
０
０
８
年
）
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４　

蛎
崎
澄
子
「
伊
勢
崎
署
包
囲
事
件
」（『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
小
林
多
喜
二
の
東
京
』
所
収
、
２
０
０
８
年
）
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2054）
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解
説
「
伊
勢
崎
事
件
」…

…

「
伊
勢
崎
署
占
拠
・
多
喜
二
奪
還
事
件
」
を
め
ぐ
っ
て

１
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
背
景

　
「
伊
勢
崎
事
件
」
を
簡
潔
に
表
現
し
た
の
は
、『
随
筆
柿
』
に
載
る
「
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
の
真
相
を
語
る

座
談
会
」【
以
下｢

座
談
会｣

】
で
司
会
を
務
め
た
菊
池
盛
男
の
次
の
言
葉
で
す
。「
文
芸
講
演
会
が
伊
勢
崎
署

の
計
画
的
な
大
弾
圧
に
よ
っ
て
、
講
師
や
主
催
者
側
の
主
な
る
者
が
総
検
束
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

集
っ
た
聴
衆
や
県
下
の
斗
士
が
お
こ
っ
て
、
伊
勢
崎
署
に
押
し
か
け
、
署
長
以
下
を
追
い
出
し
、
一
時
警
察

署
を
占
領
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
で
す
。」
こ
の
弾
圧
の
目
的
に
つ
い
て
、
矢
島
孝
は
「
民
衆
の
勝
利　

伊
勢
崎
警
察
署
事
件
」
の
末
尾
で
「
活
動
家
を
検
挙
・
起
訴
・
実
刑
と
い
う
レ
ー
ル
に
乗
せ
る
の
で
は
な
く
、

社
会
主
義
思
想
の
広
が
り
を
断
固
抑
え
る
と
い
う
思
想
妨
害
で
あ
っ
た
。」（
徳
江
健
・
石
原
征
明
編
著
『
事

件
と
騒
動　

群
馬
民
衆
闘
争
史
』）
と
論
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
思
想
妨
害
」
は
、治
安
維
持
法
に
よ
っ

て
の
弾
圧
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、
関
口
正
己
は
「
戦
禍
の
中
の
暮
ら
し
」
で
、「
戦
争
は
県
民
の
暮
ら
し
を

脅
か
し
た
。
戦
争
は
い
つ
の
時
代
も
人
々
の
生
活
を
圧
迫
し
自
由
を
奪
っ
て
き
た
。」
と
し
て
、
本
事
件
な
ど

を
挙
げ
て
、「
戦
争
へ
の
序
奏
と
も
い
う
べ
き
布
石
は
厳
し
い
言
論
封
じ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。」
と
的
確
な

指
摘
を
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、本
事
件
は
、そ
う
い
う
弾
圧
を
民
衆
の
力
で
跳
ね
返
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

「
警
察
署
を
占
領
」
し
た
事
態
を
菊
池
邦
作
は
「
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
」
の
冒
頭
で
「
常
識
上
ち
ょ
っ
と
想
像

も
で
き
な
い
よ
う
な
珍
し
い
事
件
」「
戦
争
前
の
無
産
運
動
に
経
験
を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
、
到
底
信
ぜ
ら
れ

な
い
」「
誰
も
取
調
べ
も
う
け
ず
、
調
書
も
と
ら
れ
ず
に
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
珍
事
件
」（『
随
筆
柿
』）
と
述

べ
て
い
ま
す
。
坂
内
一
登
司
や
吉
田
庄
蔵
は
「
普
通
な
ら
騒
擾
罪
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
た
背
景
の
一
つ
に
、
主
催
者
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
が
関
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
主
催
者
グ
ル
ー
プ
は
、菊
池
邦
作
の
「
伊
勢
崎
警
察
署
占
領
事
件
」
で
述
べ
ら
れ
た
「
伊

勢
崎
町
の
社
民
党
【
社
会
民
衆
党
】
支
部
を
中
心
と
す
る
文
化
団
体
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
丑
木
幸

男
の
「
無
産
運
動
の
分
裂
」
を
紹
介
し
た
際
に
コ
メ
ン
ト
を
付
し
ま
し
た
。
全
農
の
采
女
支
部
の
組
合
長
は
、

菊
池
敏
清
宅
の
茶
話
会
に
出
席
し
て
い
た
弥
勒
寺
清
で
し
た
。
一
般
的
に
無
産
政
党
は
分
裂
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
地
域
に
組
織
さ
れ
た
無
産
政
党
は
、
社
会
民
衆
党
の
伊
勢
崎
支
部
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
所
在
地
は
、
本
事
件
の
第
一
舞
台
に
な
る
茂
呂
村
に
置
か
れ
、
６
０
人
の
党
員
が
い
ま
し
た
。
そ
の
機
関

誌
が
昭
和
３
年
１
２
月
か
ら
昭
和
５
年
８
月
ま
で
毎
号
１
０
０
０
部
も
発
行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
戦
旗
』

の
定
期
購
読
が
５
０
部
あ
り
、
最
高
時
１
５
０
部
と
い
う
到
達
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
関
係
で
多
喜
二

た
ち
を
呼
べ
た
わ
け
で
す
。
私
は
コ
メ
ン
ト
で
「
主
催
者
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
も
見
え
て
き
ま
す
。」
と
書
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
、
本
事
件
の
翌
年
の
一
月
に
は
菊
池
盛
男
が
中
心
と
な
り
、
消
費
組
合
運
動
が
始
ま
り
、

二
月
十
一
日
の
文
学
研
究
会
開
催
時
に
は
「
名
和
村
」
の
小
作
争
議
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幅
広

い
活
動
を
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
各
分
野
の
民
衆
の
要
求
に
根
ざ
し
た
、
粘
り
強
い
、
多

様
な
運
動
が
連
携
し
つ
つ
行
わ
れ
て
い
た
点
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
文
芸
講
演
会
は
、
伊
勢
崎

地
域
の
無
産
運
動
の
総
結
集
と
し
て
準
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
九
三
一
年
九
月
六
日
（
日
）
と
い

う
日
は
「
国
際
青
年
デ
ー
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
国
内
で
は
、「
国
際
無
産
青
年
デ
ー
」
と
し
て
、

無
産
青
年
の
要
求
と
反
戦
平
和
の
旗
が
高
く
掲
げ
ら
れ
、
各
地
で
運
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
朝
日

新
聞
群
馬
版
九
月
五
日
付
に
よ
る
と
、
九
月
六
日
（
日
）
午
後
六
時
に
、「
佐
波
無
産
青
年
主
催
の
文
芸
講
演

会
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
石
原
征
明
は
重
視
し
、「
こ
の
日
は
伊
勢
崎
の
共
栄
館
で
、
無
産
青
年
同
盟
有

志
の
主
催
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
文
芸
講
演
会
が
開
か
れ
る
」（『
ぐ
ん
ま
の
昭
和
史
（
上
）』）
と
述
べ

て
い
ま
す
。「
佐
波
無
産
青
年
」
が
「
国
際
無
産
青
年
デ
ー
」
と
無
関
係
の
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
国

際
無
産
青
年
デ
ー
」
を
意
識
し
て
、
本
事
件
の
文
芸
講
演
会
は
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
の
は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
が
五
ヶ
月
後
に
開
い
た
文
学
研
究
会
で
す
。
そ
れ
は
、
建
国
記
念
日
の

二
月
十
一
日
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。「
上
毛
新
聞
」
は
「
反
建
国
祭
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
、
開

催
日
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
行
事
そ
の
も
の
が
、
迫
り
来
る
戦
争
の
危

機
に
対
し
て
の
、
反
戦
平
和
の
意
思
表
示
だ
っ
た
の
で
す
。
九
月
六
日
の
「
伊
勢
崎
事
件
」
か
ら
十
二
日
後

の
同
月
十
八
日
に
は
、
満
州
事
変
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

２
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
序
幕

　

講
師
の
一
人
で
あ
る
村
山
知
義
の
資
料
に
よ
る
と
、講
師
一
行
は
、上
野
駅
よ
り
全
員
で
出
発
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
時
刻
表
か
ら
見
る
と
、
上
野
駅
九
時
二
五
分
発
の
列
車
三
〇
七
号
前
橋
行
き
で
し
た
。
そ
の
講
師
一

行
を
菊
池
敏
清
と
菊
池
盛
男
は
本
庄
駅
に
迎
え
に
行
き
ま
す
が
、
二
人
は
早
く
着
い
た
の
で
、
本
庄
駅
か
ら

上
り
に
乗
り
、
深
谷
駅
で
降
り
、
列
車
三
〇
七
号
に
乗
り
込
み
、
講
師
一
行
と
会
い
、
本
庄
駅
で
下
車
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
の
様
子
を
菊
池
敏
清
は
、「
座
談
会
」
で
「
と
に
か
く
乗
客
の
顔
を
し
ら
み
潰
し
に
見
て
あ

る
い
た
。」「
ゆ
か
た
姿
で
将
棋
を
さ
し
て
い
る
一
行
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
し
て
い
ま
す
。
多
喜

二
没
後
六
十
周
年
の
講
演
の
方
で
は
「
中
を
ず
う
っ
と
見
て
歩
く
訳
で
す
。
そ
し
た
ら
ね
、
将
棋
指
し
て
る

ん
が
い
る
ん
で
す
よ
、
将
棋
を
。『
へ
え
ー
。』
と
見
て
た
が
、
こ
の
人
が
ど
う
も
小
林
さ
ん
ら
し
い
。
聞
い

た
ら
『
は
い
。
確
か
に
そ
う
で
す
。』『
じ
ゃ
あ
、
こ
の
次
が
本
庄
で
す
か
ら
降
り
て
下
さ
い
。
用
意
し
て
下

さ
い
。』
別
に
背
広
も
何
も
着
ち
ゃ
あ
い
ま
せ
ん
。
白
地
の
、
浴
衣
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
単
衣
物
（
ひ
と
え
も
の
）

着
て
、
非
常
に
気
楽
な
格
好
で
、
そ
れ
で
本
庄
へ
つ
い
て
降
り
た
」
わ
け
で
す
。
高
崎
・
前
橋
回
り
で
伊
勢

崎
駅
に
来
る
の
よ
り
、
利
根
川
を
越
え
て
、
伊
勢
崎
に
入
る
本
庄
の
方
が
近
い
の
で
、
今
で
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
情
を
村
山
知
義
は
「
朝
、
一
同
上
野
駅
か
ら
立
っ
た
。」「
上
野
を
出
て
暫
く
す
る
と
、
或

る
駅
か
ら
主
催
者
の
農
民
組
合
の
人
が
乗
り
込
ん
で
来
て
、
前
橋
の
駅
に
は
警
官
が
出
て
い
て
全
員
逮
捕
す

る
手
筈
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
途
中
で
お
り
て
く
れ
、
と
い
う
。
途
中
の
或
る
駅
で
お
り
て
、
組
合
員
の
可

成
り
大
き
な
農
家
に
行
き
」（『
東
京
芸
術
劇
場
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
所
収
、
１
９
６
８
年
）
と
回
想
し
て

い
ま
す
。
深
谷
駅
で
乗
り
込
ん
だ
菊
池
敏
清
、
盛
男
両
人
と
と
も
に
本
庄
駅
で
降
り
、
大
き
な
菊
池
敏
清
宅
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に
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
特
高
の
妨
害
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、待
た
せ
て
あ
っ
た
ハ
イ
ヤ
ー
（
タ

ク
シ
ー
）
を
使
い
、
講
師
一
行
と
迎
え
の
二
人
は
無
事
に
茂
呂
村
の
菊
池
敏
清
宅
に
到
着
し
ま
す
。
到
着
は

午
後
一
時
頃
で
し
た
。

３
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
第
一
舞
台…

…

茂
呂
村

　

午
後
一
時
頃
、
本
庄
に
迎
え
に
行
っ
た
二
人
と
と
も
に
、
講
師
一
行
が
菊
池
敏
清
宅
に
到
着
し
ま
し
た
。

敏
清
宅
で
は
、
茶
話
会
（
小
集
会
）
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
菊
池
邦
作
は
、「
多
喜
二
の
話
は
約
一
時
間

位
で
お
わ
り
、
外
の
二
人
の
作
家
か
ら
も
何
か
話
が
あ
っ
て
か
ら
、
午
后
四
時
頃
」（『
随
筆
柿
』）、
夕
飯
を

食
べ
に
近
く
の
菊
池
盛
男
宅
に
移
動
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
多
喜
二
た
ち
に
夕
飯
を
準
備
し
た
木
暮

は
る
子
は
三
時
頃
に
は
一
行
が
き
た
の
で
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
も
ら
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
（『
随
筆
柿
』）。

と
も
か
く
、
一
時
間
位
の
多
喜
二
の
話
と
中
野
重
治
、
村
山
知
義
の
話
で
、
ほ
ぼ
二
時
間
近
く
は
か
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
参
加
者
は
、
三
十
名
く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
吉
田
庄
蔵
の
談
話
か
ら
女
性
の
参
加
も
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
菊
池
敏
清
が
、
多
喜
二
の
話
が
「
台
所
と
文
学
」
と
い
う
題
だ
っ
た
と
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
藤
田
廣
登
は
、
多
喜
二
が
初
め
て
の
選
挙
の
応
援
演
説
で
「『
台
所
と
政

治
が
つ
な
が
っ
て
い
る
』
と
い
う
話
を
一
所
懸
命
し
ゃ
べ
っ
た
」（『
小
林
多
喜
二
と
そ
の
盟
友
た
ち
』）
と
追

求
し
て
い
ま
す
。
多
喜
二
の
語
る
様
子
を
菊
池
邦
作
は
「
座
敷
の
床
柱
を
背
に
し
て
、
あ
ぐ
ら
を
掻
き
火
の

な
い
大
き
な
火
鉢
を
前
に
し
て
腕
組
み
を
し
て
話
を
つ
づ
け
る
姿
」（『
随
筆
柿
』）
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

村
山
知
義
は
、
先
の
記
述
に
続
け
て
「
組
合
員
の
可
成
り
大
き
な
農
家
に
行
き
、
仕
方
な
い
か
ら
そ
こ
で
芝

居
を
や
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
組
合
員
を
召
集
し
初
め
た
」（『
東
京
芸
術
劇
場
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』）

と
書
い
て
お
り
、
茶
話
会
に
人
が
集
ま
っ
て
来
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

講
師
一
行
に
つ
い
て
は
、
小
林
多
喜
二
、
中
野
重
治
、
村
山
知
義
は
確
実
で
す
。
他
で
名
前
が
あ
が
っ
て

い
る
の
が
、
三
好
久
子
で
す
。
彼
女
に
つ
い
て
は
、
富
沢
実
が
講
演
の
中
で
疑
問
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
事

件
当
事
者
の
何
人
も
が
三
好
久
子
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
洲
ス
ミ
子
の
名
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

俳
優
（
劇
団
員
）
の
人
数
は
三
人
か
四
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
女
優
二
人
は
確
か
な
よ
う
で
す
。
今
回
発

掘
さ
れ
た
村
山
知
義
の
回
想
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
俳
優
が
講
師
一
行
に
加
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
謎
は
解
け

ま
し
た
。
こ
の
文
芸
講
演
会
に
は
「
左
翼
劇
場
の
芝
居
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
文
芸
講

演
会
へ
の
伊
藤
信
吉
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
野
重
治
が
預
か
る
わ
け
で
す
が
、
彼
は
伊
藤
信
吉
の
故
郷
、

総
社
町
の
祭
り
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

三
時
頃
か
ら
四
時
頃
の
間
に
、
夕
食
を
食
べ
に
菊
池
盛
男
宅
に
移
っ
た
一
行
は
、
そ
こ
で
茗
荷
の
味
噌
汁

を
食
べ
、
お
代
わ
り
ま
で
し
て
大
鍋
を
平
ら
げ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
夕
飯
を
準
備
し
た
木
暮
は
る
子
は
、

白
い
着
物
を
着
た
多
喜
二
が
茗
荷
汁
が
う
ま
い
と
喜
び
二
杯
た
べ
、「
こ
の
辺
で
は
茗
荷
が
沢
山
獲
れ
る
の
で

す
か
？
」
と
聞
い
た
の
で
「
た
べ
切
れ
な
い
程
と
れ
ま
す
」
と
答
え
る
と
「
田
舎
は
い
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
、

笑
っ
た
、
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
回
想
し
て
い
ま
す
。（『
随
筆
柿
』）
五
時
頃
に
は
夕
食
を
食
べ
終
わ
っ
た

で
し
ょ
う
。
講
師
一
行
は
、
一
度
菊
池
盛
男
宅
か
ら
菊
池
敏
清
宅
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
警
察
の
二
台

の
ト
ラ
ッ
ク
が
乗
り
付
け
、
関
係
者
は
総
検
束
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
逃
れ
た
の
は
、
渋
沢
広
吉
、
吉
田
庄
蔵
、

菊
池
盛
男
だ
と
『
随
筆
柿
』
で
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
束
は
、午
後
五
時
前
後
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。（「
上

毛
新
聞
」
は
午
後
六
時
頃
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
講
演
会
の
開
会
自
体
に
講
師
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。）『
随
筆
柿
』
で
茶
話
会
に
出
席
し
た
名
前
が
一
五
人
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
を
加
え
て

十
六
人
で
す
。
こ
の
中
で
、
共
栄
館
へ
の
移
動
が
確
認
で
き
る
の
が
、
上
記
三
人
に
加
え
、
弥
勒
寺
撰
三
と

竹
内
幸
作
で
す
。
茶
話
会
終
了
直
後
に
、
共
栄
館
に
直
行
し
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
木
暮
は
る
子
は
「
女
優
二

人
を
ふ
く
め
七
〜
八
人
の
一
行
が
、
家
の
奥
の
座
敷
へ
ド
ヤ
ド
ヤ
と
上
り
」
と
語
っ
て
お
り
、
夕
食
は
講
師

一
行
が
中
心
で
し
た
。
吉
田
庄
蔵
は
、「
参
会
者
が
三
々
五
々
会
場
か
ら
、
帰
り
か
け
て
い
た
時
」
に
ト
ラ
ッ

ク
が
や
っ
て
き
た
、
女
性
の
参
会
者
を
逃
が
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
検
束
が
新
聞
報
道
で
確
認
で
き
る
は
、
菊
池
邦
作
、
菊
池
敏
清
、
斉
藤
力
の
三
人
で
す
。
後
で
検

束
さ
れ
た
菊
池
盛
男
を
足
し
て
四
人
で
す
が
、「
上
毛
新
聞
」
で
は
「
五
名
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
。
真
下
富

太
郎
（『
随
筆
柿
』
の
中
の
慎
太
郎
や
真
太
郎
は
誤
り
）
が
集
会
の
届
け
出
を
し
た
の
で
、「
二
日
置
か
れ
た
」

と
語
っ
た
こ
と
が
『
随
筆
柿
』
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
を
入
れ
れ
ば
、
五
人
と
な
り
ま
す
。
一
六
人
の
う

ち
検
束
を
逃
れ
た
の
が
五
人
、
こ
の
時
点
で
検
束
さ
れ
た
の
が
四
人
、
後
で
一
人
、
残
り
六
人
は
叙
述
か
ら

は
不
明
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
検
束
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
舞
台
を
伊
勢
崎
警

察
署
に
移
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
共
栄
館
の
文
芸
講
演
会
の
方
に
目
を
移
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
第
二
舞
台…

…

共
栄
館

　

共
栄
館
の
入
場
券
は
、
一
枚
二
十
銭
で
三
百
五
十
枚
作
り
、
当
日
会
場
で
二
百
五
十
枚
の
回
収
は
竹
内
幸

作
が
確
認
し
て
い
ま
す
。
混
乱
し
た
後
に
来
た
人
も
い
る
と
想
定
で
き
る
の
で
、
二
百
五
十
人
を
越
え
る
人

が
参
加
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。「
上
毛
新
聞
」
で
さ
え
も
「
二
百
余
名
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
開
会
の
六
時
前

に
は
、
満
員
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

五
時
頃
に
は
、
菊
池
敏
清
宅
で
講
師
一
行
と
主
催
者
グ
ル
ー
プ
の
一
部
が
検
束
さ
れ
、
逃
れ
た
吉
田
庄
蔵

は
オ
ー
ト
バ
イ
で
、
家
に
一
旦
寄
り
、
前
橋
の
社
大
党
【
社
会
大
衆
党
＝
本
事
件
直
前
の
八
月
に
社
会
民
衆

党
と
全
国
労
農
大
衆
党
が
合
併
し
て
で
き
た
政
党
】
の
事
務
所
に
電
話
を
入
れ
て
か
ら
共
栄
館
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
夕
飯
の
片
付
け
を
手
伝
っ
て
か
ら
敏
清
宅
に
戻
っ
た
菊
池
盛
男
は
、
検
束
を
知
り
、
自
転
車
で
共

栄
館
に
急
行
し
ま
す
。
開
会
予
定
の
六
時
頃
、
あ
る
い
は
、
六
時
を
過
ぎ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
駆

け
つ
け
た
菊
池
盛
男
が
壇
上
に
上
が
り
、
聴
衆
に
総
検
束
の
不
当
性
を
訴
え
、
検
束
し
よ
う
と
す
る
警
官
と

も
み
合
い
な
が
ら
、「
小
林
多
喜
二
、
中
野
重
治
、
村
山
知
義
の
諸
先
生
や
同
志
を
奪
還
に
ゆ
く
」
と
叫
び
ま

す
が
、
検
束
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
連
行
さ
れ
る
菊
池
盛
男
の
後
に
百
五
十
名
位
の
聴
衆
が
伊
勢
崎
署
に

向
か
い
ま
す
。
こ
の
抗
議
の
行
進
が
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
検
束
さ
れ
た
多
喜
二
た
ち
を
「
奪
還
す
べ
く
」

行
わ
れ
た
「
デ
モ
」
と
し
て
報
道
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

共
栄
館
の
主
催
者
グ
ル
ー
プ
は
、
弥
勒
寺
撰
三
に
よ
る
と
、
菊
池
盛
男
の
検
束
後
、
一
度
共
栄
館
近
く
の

斉
藤
力
宅
二
階
で
対
策
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
吉
田
庄
蔵
も
「
相
談
の
結
果
」「
講
演
会
だ
け
は
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や
る
こ
と
に
決
」
め
た
と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
弥
勒
寺
撰
三
に
よ
る
と
「
全
県
下
か
ら
同
志
を
緊
急
動
員

す
る
こ
と
」
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
動
員
に
は
、
吉
田
（
坂
下
）
み
の
ぶ
が
活
躍
し
ま
し
た
。「
上
毛
新
聞
」

は
文
芸
講
演
会
の
開
会
を
「
午
後
七
時
頃
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
定
刻
よ
り
遅
れ
て
開
会
さ
れ
た
時

間
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
も
か
く
一
時
間
位
遅
れ
て
、
文
芸
講
演
会
は
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
喜
二
達
の
講
師
陣
が
検
束
さ
れ
て
い
る
の
で
、
代
理
弁
士
が
演
壇
に
立
ち
ま
す
が
、
次
々
と
中
止
を
命

じ
ら
れ
ま
す
。
弥
勒
寺
撰
三
に
よ
る
と
、自
分
も
詩
を
読
み
、応
援
に
駆
け
つ
け
た
佐
田
一
郎
も
演
説
を
し
て
、

と
も
に
中
止
を
受
け
て
い
ま
す
。
吉
田
庄
蔵
は
、「
十
三
人
位
の
弁
士
全
部
が
、
中
止
さ
れ
た
の
で
、
聴
衆
が

怒
っ
て
し
ま
い
、総
立
ち
に
な
り
、講
師
を
返
せ
と
迫
り
警
察
官
と
対
峙
」
状
態
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、共
栄
館
の
主
催
者
グ
ル
ー
プ
は
、二
回
目
の
対
策
会
議
を
持
ち
ま
す
。
今
度
は
共
栄
館
の
楽
屋
で
す
。

そ
の
結
果
、「
今
夜
十
二
時
を
期
し
て
、
伊
勢
崎
署
の
襲
げ
き
」
が
決
ま
り
、
動
員
の
た
め
「
半
鐘
を
乱
打
」

す
る
な
ど
役
割
も
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
共
栄
館

の
主
催
者
グ
ル
ー
プ
は
待
機
し
て
か
ら
、
新
聞
記
者
に
「
対
策
は
明
日
だ
。」
と
言
っ
て
、
彼
ら
を
帰
し
ま
し

た
。「
上
毛
新
聞
」
に
「
十
時
半
頃
閉
会
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
間
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の

後
、
共
栄
館
の
主
催
者
グ
ル
ー
プ
と
聴
衆
は
、
伊
勢
崎
警
察
署
に
移
動
し
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
「
大
乱
闘
」

と
報
道
さ
れ
る
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
伊
勢
崎
署
へ
の
意
図
的
な
襲
撃
は
必
要
が

な
か
っ
た
と
い
う
か
、「
大
乱
闘
」
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
い
よ
い
よ
伊
勢
崎
警
察
署
仮
庁
舎
に
移
り
ま
す
。

５
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
第
三
舞
台…

…

伊
勢
崎
警
察
署
仮
庁
舎

　

時
間
を
ち
ょ
っ
と
戻
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
多
喜
二
た
ち
講
師
一
行
と
幹
部
グ
ル
ー
プ
は
五
時
頃
検
束
さ
れ
、

伊
勢
崎
警
察
署
に
護
送
さ
れ
ま
し
た
。
村
山
知
義
の
「
丸
太
で
囲
ん
だ
、
猿
の
檻
の
よ
う
な
所
だ
。」
と
い
う

の
が
、
木
造
の
仮
庁
舎
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
で
す
。
菊
池
敏
清
も
「
木
造
の
、
粗
末
な
、
家
の
、
伊
勢
崎
警

察
署
、
本
当
に
。
周
り
に
ド
ブ
み
た
い
の
が
あ
っ
て
」
と
か
「
本
当
に
ち
っ
ぽ
け
な
、
木
造
の
悪
い
建
築
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
菊
池
邦
作
に
よ
れ
ば
、多
喜
二
た
ち
講
師
三
人
は
「
礼
を
つ
く
し
」「
保
護
室
」
に
入
れ
、

自
分
は
独
房
に
入
れ
ら
れ
、
他
は
「
人
数
が
多
い
の
で
」「
収
容
し
切
れ
ず
」、
斉
藤
力
は
「
事
務
室
の
ま
ん

中
に
監
視
つ
き
で
座
ら
さ
れ
る
」
状
況
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
検
束
者
の
収
容
も
六
時

前
後
に
は
一
段
落
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
直
後
に
、
警
官
に
検
束
、
連
行
さ
れ
た
菊
池
盛
男
が
伊
勢
崎
署
に
到
着
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
留

置
所
に
放
り
こ
ま
れ
な
い
で
、
奴
等
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
既
に
収
容
で

き
る
部
屋
が
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
と
対
応
し
ま
す
。
こ
の
菊
池
盛
男
の
後
を
追
っ
て
、
抗
議
の
デ
モ
行
進

が
警
察
署
に
迫
っ
て
き
ま
す
。菊
池
敏
清
は
、多
喜
二
没
後
六
十
周
年
記
念
講
演
で「
馬
鹿
に
に
ぎ
や
か
に
な
っ

た
な
と
思
っ
た
ら
、
何
だ
か
表
の
方
で
、
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
す
る
。」「
そ
こ
へ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ

イ
入
っ
て
来
た
。
向
こ
う
は
驚
い
て
い
た
ら
し
い
。
こ
ん
な
に
来
る
と
は
思
わ
ね
え
。
お
そ
ら
く
八
十
人
、

百
人
近
く
行
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。」と
語
っ
て
い
ま
す
。
留
置
所
の
中
か
ら
デ
モ
行
進
が「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
よ
れ
ば
警
察
署
に
「
乱
入
」
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
警
察
署

の
周
辺
は
一
気
に
「
騒
が
し
く
」
な
り
、「
留
置
さ
れ
て
い
る
方
も
、
そ
れ
に
勢
い
ず
い
て
、
足
を
バ
タ
バ
タ

し
て
床
を
踏
み
鳴
ら
し
た
り
、『
早
く
出
せ
！
』『
演
説
会
を
潰
す
つ
も
り
か
？
』
な
ど
と
怒
鳴
っ
た
り
し
た
。」

と
菊
池
邦
作
は
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
は
「
多
喜
二
は
一
刻
も
黙
っ
て
い
な
い
。『
署
長
を
出
せ
！
何
で

俺
た
ち
を
こ
ん
な
所
に
入
れ
た
？
』『
署
長
は
も
う
官
舎
へ
帰
っ
た
。』
と
巡
査
が
い
う
。『
そ
れ
な
ら
官
舎
へ

行
っ
て
連
れ
て
来
い
。
そ
ん
な
無
責
任
な
こ
と
が
あ
る
か
？
』
と
、
多
喜
二
は
丸
太
を
叩
き
、
床
を
踏
み
鳴

ら
し
、
あ
ば
れ
る
。」
と
多
喜
二
に
つ
い
て
回
想
し
た
村
山
知
義
の
記
述
と
見
事
に
一
致
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
「
外
か
ら
よ
く
揃
っ
た
革
命
家
の
合
唱
の
声
が
響
」
き
、「
留
置
所
の
中
か
ら
も
」

「
外
の
声
に
合
せ
て
革
命
歌
を
唱
い
出
し
た
」
の
で
す
。
渋
沢
広
吉
は
「
は
じ
め
こ
っ
ち
の
勢
力
が
圧
倒
的
に

強
か
っ
た
の
で
、
署
長
【
以
下
、
警
官
は
】
全
部
姿
を
消
し
て
し
ま
い
、
警
察
は
カ
ラ
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
署
長
も
モ
チ
ロ
ン
い
な
い
。
そ
こ
で
僕
が
一
時
署
長
に
な
る
と
云
っ
て
、
署
長
の
椅
子
に
腰
を
か
け
」

た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。
菊
池
邦
作
は
「
警
察
の
不
当
弾
圧
に
激
昂
し
た
民
衆
が
、
警
察
署
を
占
領
し
、
署

内
に
ア
ン
ペ
ラ
筵
を
敷
い
て
、
座
り
こ
み
、
一
時
は
署
長
以
下
全
署
員
を
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
事
件
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
吉
田
庄
蔵
も
「
警
官
は
全
部
署
内
か
ら
姿
を
消
し
た
の
で
、
仮
庁
舎
の
事
務
室
を
片
づ
け

机
や
椅
子
は
庭
へ
担
ぎ
出
し
物
置
か
ら
筵
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
広
く
な
っ
た
事
務
室
に
一
同
が
座
り
こ
ん
だ
」

「
警
察
の
自
転
車
は
片
ぱ
し
か
ら
、
前
の
川
に
投
げ
込
む
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
盛
男
を
追
っ
た
デ
モ
行
進
が
警
察
署
に
着
き
、
警
察
署
を
包
囲
し
、
内
外
か
ら
威
圧
し
、
署
長
以
下

警
官
が
退
去
し
、民
衆
が
署
内
に
座
り
込
み
、署
の
内
外
で
革
命
歌
を
歌
う
と
い
う
占
拠
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

遅
く
と
も
午
後
七
時
頃
に
は
包
囲
状
態
に
な
り
、
し
ば
ら
く
は
威
圧
行
為
が
続
い
た
上
で
、
占
拠
状
態
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
警
察
側
が
警
官
の
増
員
を
行
い
、
逆
襲
に
転
じ
、「
大
乱
闘
」
に
な
る
の
が
、
ほ
ぼ
十
一

時
頃
、
遅
く
と
も
十
一
時
半
頃
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
動
員
の
時
間
を
考
え
る
と
、
占
拠
状
態
に
な
っ

た
の
は
、
七
、
八
時
頃
か
ら
九
時
頃
の
間
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

威
信
を
か
け
た
警
察
側
の
逆
襲
、
警
察
署
の
奪
還
の
中
心
は
、
署
内
に
座
り
込
む
民
衆
の
排
除
、
外
へ
の

強
制
撤
去
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
ど
ち
ら
の
側
か
、
な
だ
れ
を
打
っ
て
相
手
側
に
襲
い
か
か
っ
た
よ

う
な
気
配
」
と
菊
池
邦
作
は
、
独
房
の
中
で
感
じ
て
い
ま
す
が
、
署
内
を
占
拠
し
て
い
た
一
人
で
あ
る
渋
沢

広
吉
は
「
泉
特
高
課
長
が
警
察
官
の
一
隊
を
引
き
つ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
襲
い
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
大
乱
斗

に
な
っ
た
。」
と
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

　

動
員
さ
れ
た
結
果
、
警
官
の
人
数
が
、
吉
田
庄
蔵
は
「
一
五
〇
人
位
」、
坂
内
一
登
司
は
「
二
百
人
」
に
な
っ

た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
民
衆
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
坂
内
一
登
司
は
同
じ
「
二
百
人
」、
吉
田
庄
蔵
は
「
二―

三
百
人
」
と
し
て
い
ま
す
。
渋
沢
広
吉
が
少
な
め
で
「
七
、
八
十
人
」
で
す
。
菊
池
邦
作
は
「
群
馬
県
社
会

運
動
の
歩
み
」
で
は
「
集
ま
っ
た
県
下
の
精
鋭
分
子
三
〇
〇
名
」「
聴
衆
を
加
え
る
と
五
〇
〇
名
」
と
し
て
い

ま
し
た
が
、『
随
筆
柿
』
で
は
「
三
百
人
と
も
」「
四
百
人
と
も
い
わ
れ
る
」
と
断
定
を
避
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
大
乱
闘
」
を
菊
池
邦
作
は
「
も
み
合
う
こ
と
数
回
で
戦
い
は
お
わ
っ
た
。
勝
負
な
し
の
引
き
分
け
」、

渋
沢
広
吉
は
「
十
一
時
頃
か
ら
二
時
頃
ま
で
や
り
合
っ
た
」、
吉
田
庄
蔵
は
「
力
関
係
で
警
察
側
は
大
衆
に
押

さ
れ
勝
ち
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
対
立
状
態
が
午
前
一
時
半
ま
で
位
つ
づ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
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藤
可
満
は
大
乱
闘
の
最
中
に
、
前
橋
で
動
員
し
た
三
十
人
と
ト
ラ
ッ
ク
で
十
一
時
半
頃
、
駆
け
つ
け
、
そ
の

ま
ま
大
乱
闘
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

６
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
終
結

　

遠
藤
可
満
は
、
午
前
一
時
頃
に
泉
特
高
課
長
か
ら
「
最
年
長
者
」
だ
か
ら
と
「
事
態
の
収
拾
」
を
持
ち
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
坂
内
一
登
司
は
、「
民
衆
側
の
代
表
は
、
石
井
君
、
吉
田
君
、
そ
れ
に
遠
藤
君
」
と
三
人

を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
吉
田
庄
蔵
は
「
石
井
弁
護
士
と
僕
」
と
二
人
だ
け
で
す
。
渋
沢
広
吉
は
「
僕
と
石
井

弁
護
士
と
吉
田
さ
ん
の
三
人
」
を
、
菊
池
邦
作
だ
け
は
「
石
井
弁
護
士
を
筆
頭
に
、
遠
藤
可
満
、
吉
田
庄
蔵
、

渋
沢
広
吉
」
と
四
人
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
警
察
側
と
民
衆
側
の
交
渉
は
妥
協
が
成
立
す
る
午
前
二
時
頃

ま
で
何
回
か
行
わ
れ
た
こ
と
が
「
そ
の
都
度
大
衆
側
に
報
告
」
な
ど
と
い
う
表
現
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
交
渉
は
菊
池
邦
作
の
い
う
四
人
で
行
わ
れ
た
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

警
察
側
と
民
衆
側
の
妥
協
内
容
に
つ
い
て
、
菊
池
邦
作
は
、
一
九
六
〇
年
の
「
伊
勢
崎
警
察
署
占
領
事
件
」

で
は
「
一  

明
朝
講
師
を
釈
放
す
る
こ
と
、
二  

主
催
者
側
は
責
任
者
一
人
を
除
き
全
員
明
日
釈
放
す
る
、
三  

こ
の
騒
ぎ
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」
と
し
ま
し
た
が
、
一
九
六
七
年
の
「
伊
勢
崎
署
占
領
事
件
」
で
は
「
①

こ
の
事
件
の
真
相
（
警
察
占
領
の
こ
と
）
は
何
れ
の
側
か
ら
も
新
聞
に
発
表
し
な
い
こ
と
②
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
こ
と
③
留
置
さ
れ
て
い
る
者
を
す
ぐ
無
条
件
釈
放
す
る
こ
と
」
と
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
例

え
ば
渋
沢
広
吉
が
挙
げ
た
三
項
目
「
①
全
員
翌
朝
ま
で
に
釈
放
す
る
②
こ
の
事
件
で
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
③

新
聞
に
出
さ
な
い
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
次
の
吉
田
庄
蔵
の
妥
協
条
件
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
事
件

を
公
に
し
な
い
（
新
聞
記
者
に
話
さ
な
い
）
と
い
う
条
件
」
を
前
提
に
「
夜
が
明
け
る
ま
で
に
全
員
を
釈
放

す
る
。」
従
っ
て
「
一
人
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」
こ
と
を
警
察
側
が
申
し
入
れ
て
き
た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。

本
事
件
の
社
会
的
受
容
過
程
を
見
る
と
、
吉
田
庄
蔵
の
見
解
が
最
も
説
得
力
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、

民
衆
側
の
「
事
件
を
公
に
し
な
い
（
新
聞
記
者
に
話
さ
な
い
）」
と
警
察
側
の
「
全
員
を
釈
放
」
の
交
換
だ
っ

た
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
こ
の
民
衆
側
に
要
求
さ
れ
た「
事
件
を
公
に
し
な
い（
新
聞
記
者
に
話
さ
な
い
）」は
、

菊
池
邦
作
の
い
う
「
①
こ
の
事
件
の
真
相
（
警
察
占
領
の
こ
と
）
は
何
れ
の
側
か
ら
も
新
聞
に
発
表
し
な
い

こ
と
」
と
合
わ
せ
て
『
こ
の
事
件
の
真
相
（
警
察
占
領
の
こ
と
）
は
公
に
し
な
い
（
新
聞
記
者
に
話
さ
な
い
）』

と
い
う
の
が
本
当
の
意
味
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
で
あ
る
警
察
側
の
検
束
や
弾
圧

そ
の
も
の
が
不
当
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
人
々
の
多
く
が
、
敗
戦
に
始
ま
る
日
本
の
民
主

化
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
戦
後
民
主
主
義
の
地
域
で
の
確
立
と
革
新
勢
力
の
形
勢
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

本
事
件
は
、
そ
の
出
発
点
の
一
つ
に
あ
た
る
事
件
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
本
事
件
よ
り
二
年
後
、
正

確
に
は
一
年
五
ヶ
月
後
の
一
九
三
三
年
二
月
二
十
日
小
林
多
喜
二
は
特
高
警
察
の
拷
問
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ

ま
し
た
が
、
多
喜
二
の
遺
志
を
継
い
だ
事
件
当
事
者
が
多
数
生
ま
れ
た
こ
と
も
本
事
件
の
特
徴
の
一
つ
と
言

え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
長
谷
田
直
之
）

編
集
後
記

　

当
初
の
実
行
委
員
会
で
は
多
喜
二
の
短
編
な
ん
か
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
資
料
集
を
出
す
こ
と
に
し
て
か
ら
の
実
行
委
員
会
で
は
、
毎
回
何
か
「
伊
勢

崎
事
件
」
に
つ
い
て
の
資
料
を
添
付
し
、
そ
れ
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
伊
勢
崎
事
件
」
に
つ
い
て
の
資
料
は
か
な
り
集
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
資
料
集
に
つ
き
も
の
の
解
題
は
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

何
ら
か
の
形
で
、「
伊
勢
崎
事
件
」
の
普
及
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
資
料
集
作
成
に
あ
た
り
、早
瀬
演
さ
ん
に
は
手
厚
い
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
以
下
の
方
々
や
諸
機
関
・
諸
団
体
に
は
特
別
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
／
直
之
）

　
　

八
田
利
重
さ
ん
、
早
瀬
演
さ
ん
、
前
澤
哲
也
さ
ん
、
大
沢
勝
幸
さ
ん

　
　

関
口
昭
三
さ
ん
、
竹
内
弘
次
さ
ん
、
星
野
和
俊
さ
ん
、
植
田
泰
治
さ
ん

　
　

佐
藤
三
郎
さ
ん
、
相
川
之
英
さ
ん
、
飯
島
涼
さ
ん
、
藤
田
廣
登
さ
ん

　
　

蛎
崎
澄
子
さ
ん
、
平
山
知
子
さ
ん
、
山
口
富
男
さ
ん
、
永
井
福
二
さ
ん

　
　

北
村
隆
志
さ
ん
、
長
谷
田
和
雄
さ
ん
、
長
谷
田
公
子
さ
ん

　
　

伊
勢
崎
市
、
伊
勢
崎
市
議
会
図
書
室
、
伊
勢
崎
市
立
図
書
館

　
　

伊
勢
崎
市
立
境
図
書
館
、
群
馬
県
立
文
書
館
、
群
馬
県
立
図
書
館

　
　

前
橋
市
立
図
書
館
、
高
崎
経
済
大
学
付
属
図
書
館
、
埼
玉
大
学
付
属
図
書
館

　
　

映
画
「
時
代
を
撃
て
・
多
喜
二
」
製
作
委
員
会
、
白
樺
文
学
館

　
　

日
本
共
産
党
伊
勢
崎
佐
波
地
区
委
員
会
、
日
本
共
産
党
群
馬
県
委
員
会

　
　

治
安
維
持
法
国
家
賠
償
同
盟
群
馬
県
支
部

　
「
伊
勢
崎
・
多
喜
二
祭
」
実
行
委
員
会

　

代
表…

八
田
利
重　

事
務
局…

長
谷
田
直
之

　

実
行
委
員…

梅
沢
正
紘
、
八
田
幸
子
、
関
根
幸
江
、
鈴
木
修
、
山
口
富
雄

　
　
　
　
　
　

北
島
元
雄
、
八
田
和
佳
、
早
瀬
演
、
箕
輪
進
、
滝
川
哲
雄
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オックスフォード大学における小林多喜二記念シンポジウム開催のご案内

　オックスフォード多喜二シンポジウム組織委員会は、小

林多喜二 (1903 ～ 1933) の生誕１０５年・没後７５周年

となる本２００８年の９月１６日から１８日までの３日

間、イギリス・オックスフォード大学において、「２００

８年　オックスフォード大学における小林多喜二記念シン

ポジウム」を開催します。

　メーンテーマを、「多喜二の視点から見た身体・地域・

産業」とし、オックスフォード多喜二シンポジウム組織委

員会主催、小樽商科大学、白樺文学館多喜二ライブラリー

が後援します。ヨーロッパ、アジア各国の研究者が、国際的研究成果を交流する一大イベントとなることが期待さ

れます。

　同シンポジウムの企画は、リンダ・フローレス（イギリス、オックスフォード大学）、ヘザー・ボーウェン＝スト

ライク（アメリカ合衆国、ロヨラ大学）、島村　輝（日本、女子美術大学）の三者で、白樺文学館多喜二ライブラリー

が事務局を務めます。

実施要綱、イベントスケジュールなどは以下の通りです。

　「2008 年 英国・オックスフォード大学における小林多喜二記念シンポジウム」実施要綱
　小林多喜二生誕１０５年・没後７５周年となる本２００８年、９月１６日から１８日までの３日間、イギリス・オッ

クスフォード大学において、「２００８年　オックスフォード大学における小林多喜二記念シンポジウム」を開催い

たします。

タイトル：「２００８年　英国・オックスフォード大学における小林多喜二記念シンポジウム――多喜二の視点から

　　　　　見た身体・地域・産業」

主催 オックスフォード多喜二シンポジウム組織委員会

後援 小樽商科大学、白樺文学館多喜二ライブラリー

企画  リンダ・フローレス（イギリス、オックスフォード大学）、ヘザー・ボーウェン＝ストライク（アメリカ合衆国、

　　　　ロヨラ大学）、島村　輝（日本、女子美術大学）

期日 ２００８年９月１６日～１８日

場所 英国・オックスフォード大学キーブルカレッジ

事務局 白樺文学館多喜二ライブラリー

９月１６日（第１日）
12:00 ‒ 13:30 参加登録（オックスフォード大学キーブルカレッジ）

13:30 ‒ 14:00 開会式

14:00 ‒ 15:30 第１分科会「女性――身体とメディア」

    *  Linda Flores “Love and Revolution: Images of Women in the Works of Kobayashi Takiji and Hirabayashi Taiko”

    * Reiko Abe Auestad  “Kobayashi Takiji, Strindberg’ s Miss Julie, and the Battle between the Sexes”

    * 神村　和美      言説の罠・空白の力―「救援ニュース№１８附録」・「暴風警戒報」

    * 中川　成美（ディスカッサント兼任）     小林多喜二における《大衆》―メディア・ジェンダー・ヴィジュアリティ

16:00 ‒ 16:40 基調報告

• Vera Mackie　“Sex, Work and Text in Imperial Japan: Strategies of Reading”

17:00 ‒ 懇親会



ー 50 ー

９月１７日（第２日）
9:00 ‒ 10:30　第２分科会「身体と権力」
    * 荻野　富士夫      小林多喜二と治安体制
    * 山崎　真紀子      拷問における身体の収奪――多喜二と春樹（仮）
    * Curtis Anderson Gayle“Capitalism, Empire, and the Body: what the 21st century world can learn from Takiji’ s work

    * Heather Bowen-Struyk（ディスカッサント兼任）      The Pain of Others (title ad hoc)
11:00 ‒ 12:30　第３分科会「地域と植民地主義」
    * 河西　英通      小林多喜二における異境感とリージョナリズム
    * 高橋　秀晴      無意識的原点としての生地秋田
    * 尾西　康充      〈内国植民地〉としての北海道―有島武郎と小林多喜二
    * 小森陽一（ディスカッサント兼任）      （題目未定）
13:30-15:00　並行分科会 第４分科会「モダニズムとリアリズム、大衆文学」
    * Annika A. Culver“Koga Harue’ s Constellation of Modernity: A Japanese Surrealist Artist’ s View of the Modern in Interwar Japan”

    * 内藤　千珠子      『痴人の愛』における帝国のジェンダー構造と資本主義
    * 鳥木　圭太      ナップリアリズムの再検討――「党生活者」を起点として――（仮）
    * 王　成      プロレタリア文学の活力――小林多喜二から松本清張へ
      ※このセッションはディスカッサント無し。討論の時間も特にとっていない。
13:30 ‒ 15:00　並行分科会 第５分科会「群衆と闘争」
    * Cody Poulton“After the Quake: A Dramatic Representation of the Korean Massacre by Leftist Playwright Akita Ujaku”

    * Orna Shaughnessy“Strike! Representations of the Crowd and Violence in works of Kobayashi Takiji and other contemporary cultural productions”

    * 高　榮蘭      「共闘」の場における「女性」表象
    * 島村　輝（ディスカッサント、討論司会兼任）
      多喜二の描いた「新女性（モダンガール）」――「安子（「新女性気質」改題）」を軸として（title ad hoc）
15:30 ‒ 17:00　第６分科会「植民地時代の Korea」
    * Youngeun Jang      Socialist Mobility and Landscapes
      Representations of Russia and the Magazine “Samchǔnli” in Chosǔn (Japanese-Colonized Korea) in the 1930s
    * Samuel Perry      Writing for Children and Revolution in Japan and Colonial Korea
    * 李　修京      Kim Dooyong and Kobayashi Takiji
    * 朴　眞秀（ディスカッサント、討論司会兼任）      韓国プロレタリア文学の国際主義と「民族」概念
17:10 ‒ 18:40 映画「時代を撃て・多喜二」上映
18:50 ‒ 夕食
 

９月１８日（第３日）
8:30 ‒ 10:30　第７分科会 円卓討論「労働と教育に関する諸問題」
    * 北村　隆志      小林多喜二論報告メモ――「労働者階級の状態」から「連帯」へ
    * 岡野　幸江      「女工哀史」とグローバリズム
    * 張　如意      『蟹工船』と「農民工文学」――『蟹工船』の現実意義をめぐって
    * 岡村　洋子      平和教材として読む「蟹工船」―高等学校での実践報告
    * Adrienne Carey Hurley      Teaching Takiji: Pedagogies of Love and Liberation
      討論司会　Heather Bowen-Struyk, 島村輝
11:00 ‒ 12:30　第８分科会「多喜二と映画」
    * 宜野座　菜央見      The Age of Agitprops ? : Japanese Cinema in the Season of Disputes 
      アジトプロップの時代 ? : “ 争議の季節 ” の日本映画
    * 秦　剛      小林多喜二と宮崎駿：一九二九年に交差する歴史と表象 ――『蟹工船』と『紅の豚』をめぐって
      討論司会　Linda Flores
12:30 ‒ 13:30 昼食
13:30 ‒ 14:00 閉会式
14:10 - 映画「蟹工船」上映


